公益社団法人浪曲親友協会　理事会議事録

１．開催場所：大阪市天王寺区南河堀町３番４号　協会本部
２．開催日時： 平成２４年１２月１１日(火)１２時００分～１４時３０分

３．理事現在数及び定足数：現在数１０名、定足数６名
４．出席理事数：８名

(本人出席)京山幸枝若（福本一光）松浦四郎若（寺坂東）三原佐知子（鳥越幸子）
京山小圓嬢（小西カヨコ）真山一郎（岩崎猛）京山幸枝司（大石一明）、
天中軒雲月（福本幸代）一風亭初月（森本範子）
（監事出席）井間淳大
（司会）中田萬夫（事務局長） (オブザーバ) 藤田茂（願問)
５．議案　
1.　寄付金に関する件
2.　１月４日（金）正月公演の件
3.　初理事会開催の件
4.　その他事業に対する経過報告
5.　事業に対する事前準備
６．会議の概要

（1） 議長の選任等
定款第３１条の定めにより代表理事（会長）京山幸枝若が議長席につく。

議長は、中田萬夫事務局長を司会者に指名する。

出席理事８名、定款第３２条の定めにより有効に理事会が成立した旨議長が宣言。また、本理事会への陪席につき顧問１名のオブザーバとしての同席が了承された。

（2） 議案の審議状況及び議決結果等
議事録署名人は、定款第３５条第２項の規定に基づき、京山幸枝若会長及び出席した井間淳大監事とし、議案の審議に移った。
（決議事項）

第1号議案　　寄付行為に対する経過報告　春野恵子寄付担当理事より、下記の通り概要報告があった。

本日現在　寄付者　２１８名　２３８万円　法人含む。但し、重複寄付者、住所記載無い方がおられるので、あと、２０名は税額控除申請には必要。

お礼状送付が遅くなっているので、寄付担当理事を２名増員する必要が提案される。次の２名が選任された。
　三原佐知子、一風亭初月、両名は直ちにその場で承諾した。

公益社団法人浪曲親友協会の財政基盤の安定のために、寄付行為は継続して行うことが満場一致で承認可決された。
　１２月１５日（土）みなと寄席における、寄付受付担当が次のように決まる。

　  天光軒満月、幸いってん、藤田　茂

　その後、会場側の都合により、寄付行為は今回見送りとなり、次回平成２５年３月
２日（土）実施となった。

第２号議案　１月４日（金）正月公演「初夢で「見たよ.聞いたよ」浪花節」の件
　中田事務局長より、次の通り報告があった。

　於：阿倍野区民センターでの前売券現在３００弱、満席になるように理事全員が協力する必要有り。
　当日の準備は次のように決定する。松浦四郎若副会長の指示のもとに動く。

　９：３０分 全正会員集合の旨案内を送付する。本件については、全会一致承認可決された。
第３号議案　初理事会開催の件
　平成２５年１月１６日（水）前年同様、「清住」で実施する。全会一致承認可決された。
第４号議案　その他事業に対する経過報告
　当法人定款変更の必要性が説明され、司会者指名により藤田茂行政書士（顧問）より、別紙資料により詳細に説明があった。なお、平成２４年１２月２３日より変更とするが、「会員規定（別紙）入会金及び会費規程」のみ、平成２５年４月１日より実施とする。

全員で慎重に審議の結果、１２月２３日臨時総会に諮り最終決議することを条件に全会一致承認可決された。
第５号議案　事業に対する事前準備
　司会者より公演事前準備についての対応について、今後どうするか提案があった。
主な内容：幟立て、椅子の用意・引き揚げ等

　　　　　　ボランティア募集の提案もあったが、「ボランティア総合保険」に加入する必要等もあるため、まず先に体制を整える必要があることから改めて検討することになった。

本件については、当面現行通り企画部を中心に行い、変更事項は総会において各担当者を選出することで、全会一致承認可決された。

報告事項：
司会者より、主催公演「一心寺門前浪曲寄席」における入場料収入、対前年比較表が「折れ線グラフ」（別紙）により報告された。公演月により波動性が大きく、対前年収入より微増に留まった。
議長は、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、１４時３０分閉会した。
以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し議長及び出席監事がこれに記名押印する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　　京山幸枝若（福本一光）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　監事　　　井間淳大
現行　定款

（法人の構成員）

第５条　 この法人に次の会員を置く。

(１)正会員　 　浪曲又はその伴奏を職業とする者で、この法人の目的に賛同して入会した個人。

(２)特別会員　この法人の事業を援助する団体

(３)賛助会員　この法人の事業を援助する個人

２　前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成18年法律第48号。以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 

（社員の資格の取得）

第６条 この法人の正会員になろうとする者は、理事会の定めるところにより申込みをしその承認を受けなければならない。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
会　員　規　定（別紙）

（入会金及び会費）

第１条
　本法人、定款第７条に定めるこの法人の入会金及び会費は次のとおりとする。

一　入会金　　　　　正会員　　　　　　　　１０,０００円
賛助会員 　　　　　 　５,０００円
特別会員　　　  　　３０,０００円

二　会　費　　　　　正会員　　　　年額  　３０,０００円
賛助会員　  年額　  　５,０００円
特別会員　 　年額  　３０,０００円 

２　新規入会金は、理事会よりの入会承認通知後７日以内に納めるものとする。

３　年会費は、毎年４月１日に納めるものとする。

４　公益社団法人浪曲親友協会に移行認定時に会員でかつ、入会金・年額会費を納めている会員は、それを引継ぐものとする。

５　既納の入会金及び会費はいかなる事由があっても返還しない。

改正　定款（案）

（法人の構成員）

第５条　 この法人に次の会員を置く。

(１)正会員　　浪曲又はその伴奏を職業とする者で、この法人の目的に賛同して入会した個人。外部有識者で理事会において承認された個人

(２)名誉会員　当法人の事業に多大な功績が有り、理事会で承認された個人

(３)一般会員　浪曲又はその伴奏を職業としていたが後継者育成を主としている個人、または当法人を無償サポートしている個人で理事会において承認された個人

(４)特別会員　この法人の事業を援助する団体・法人

(５)賛助会員　この法人の事業を援助する個人

２　前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成18年法律第48号。以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 

（社員の資格の取得）

第６条 この法人の正会員になろうとする者は、理事会の定めるところにより申込みをし、その承認を受けなければならない。

２　外部有識者とは、専門性の維持、向上を図ることが法人の目的に照らして必要であり、その必要性から当法人事業との関係が過去１年以上継続し、かつ、理事会において理事１名以上の推薦により出席理事全員の承認を得た者。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
会　員　規　定（別紙）

（入会金及び会費）

第１条　本法人、定款第７条に定めるこの法人の入会金及び会費は次のとおりとす
る。

一　入会金　　　　正会員　　　　　　　　１０,０００円
名誉会員              ０円
一般会員　 　　　　　　　　 ０円

特別会員　　　　　        ０円
賛助会員　 　 　         ０円

二　会　費　　　　　正会員　　　　年額 　１０,０００円
名誉会員   年額   　　　 ０円

一般会員　  年額　 　３,０００円

特別会員　  年額　 １０,０００円

賛助会員  　年額   　３,０００円　

２　新規入会金及び会費は、理事会よりの入会承認通知後７日以内に納めるものとする。

３　年会費は、毎年４月１日～３０日までに納めるものとする。

４　公益社団法人浪曲親友協会に移行認定時に会員でかつ、入会金・年額会費を納めている会員は、それを引継ぐものとする。

５　既納の入会金及び会費はいかなる事由があっても返還しない。

